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金研 での26年 を顧 み て
立 木 昌
(金属物性論研究部門)
日本金属学会で招待講演 をするために金研 を訪れ 象を予測いた しました。武藤研 と今の深瀬研 ・小林
た とき、小川四郎先生から金研 に来ないか というお 研はこの問題を取 り上げ られ、世界をリー ドするよ
誘いを受け着任 し、それからもう26年 が経ちまし うな立派な実験結果を出されました。これには金研
た。金研 には研究を尊ぶ という伝統があ り、その中 の強磁場施設が大いに役立ちました。
で自由に研究させていただ くことができ、金研 に来 上述の磁性超伝導体 の研 究が一段 落 した頃に、
て本当に良かったと思っています。これ も諸先輩及Ce化 合物や アクチノイ ド化合物の重い電子系が超
び同僚の先生方の思いや りと、研究室の皆様の協力 伝導 を示す とい う発見があ りました。伝導電子 とf- ,
{
の賜 と深 く感謝 しています。私は固体物性の理論的 電子の間の強い相 関か ら起 こる重い電子 について
研究を行なってまい りましたが、研究テーマの80%は 、以前から興味を持っていました。1987年 に京都
は実験家 との接触により見つけ、後の20%は 理論そ で開かれた低温物理国際会議の後、金研の低温グル
のものの内部にある矛盾 を解決 しようとして取 り上 一プが主体 となってこのテーマの国際会議 「相関の
げたものでした。この点でも、金研は私にとって非 強い電子系の超伝導」 を仙台で開きました。この会
常 に恵 まれた環境でした。着任当初は長周期構造 を 議 を企画 しているちょうどその時、高温超伝導体の
もつ合金の研究 を行ないましたが、重要な実験結果 発見があ り、このテーマも会議に含めることにいた
はほとんど金研にあ りました。その後、金研の先輩 しました。この会議 には、高温超伝導体の発見でノ
である長谷田先生から低温磁性の異常に関する実験 一ベル賞を受賞 したべ ドノルツやミューラーをはじ
結果が持 ち込まれ、それをスピンの非対角秩序とい めこの分野の主立った研究者が集 まり、計 らずも高
う考えで説明いた しました。これに引き続き、磁性 温超伝導に関する最初の国際会議 になりました。企
体のスピンの揺 らぎにより超音波や光の散乱に現わ 画を始めた ときは高温超伝導が発見される前で した
れる異常現象の研究を行ないました。計算をしてい から、出席者が300名 位 と見込み、それに相応する'
て、近似を上げてい くとよりよく実験結果を再現 し 会場を用意いた しました。 しか し会議を開いてみる
今考えている機構がその現象に対 して正 しい もので と700名 もの出席者があ り、ロビーにテレビを用意
あるとい うことを実感できたときの喜びが、研究を したりして、てんやわんやの騒 ぎになりました。金
続けてい くときの原動力になりました。 研の関係者の方 には大変な骨折 りをいただ きまし
1970年後半まで金属合金、磁性体の研究を続けて た。我々の研究室でも発見の直後から高温超伝導の
いましたが、その頃武藤先生か らA-15型 超伝導体 研究を始め、金研の庄野研、深瀬研、小林研、小松
の異常な現象を知 らされ、これを理解 したいという 研、通研の山下研 と協力 して現在 もこの研究に力を
のが超伝導の研究を始める契機 とな りました。ち ょ 注いでいます。高温超伝導についての一時のフィー
うどその時、磁気秩序 と超伝導の共存す る物質が発 バーはさすがに収 まりましたが、地道な研究は世界
見 され、色々と変わった現象 を程することが分かっ 的な規模で現在 も続いてお ります。発見以来、この
てきました。磁性 と超伝導 との両方に親しみを覚え8年 間に世界で500種 に及ぶ高温超伝導体が発見 され
ていたときなので、この問題に直に取 り組みました。 ました。これらの高温超伝導体の物性 に対 して、影
観測された現象 を説明すると同時に、い くつかの現 しい数の多角的な研究が行なわれました。実験的研
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究と理論的研究により、高温超伝導体の特異な電子 いデバイスがで きないかと色々の試みを行なってい
状態の性質 もよく分かってきて、高温超伝導機構の ます。高温超伝導が実用 と結びつき、近い将来、半
解明も間近に迫ってきた感がいたします。 導体や磁性体のような大 きな分野に成長す ることを
高温超伝導の研究をする上で私にとって好運であっ 信 じています。
たのは、増本先生、西澤総長のお力添えにより、高 もう一つ忘れてはならないことは、高温超伝導の
温超伝導に関する文部省の科学研究費補助金重点領 基礎研究により、実験的 ・理論的な方法 と技術が格
域研究のお世話 をすることができたことです。この 段に進歩 し、色々な研究、特に遷移金属酸化物の研
研究組織にはこの分野で活躍 されている理学 ・工学 究が急激に進んでいることです。例えばマンガンを
の精鋭が参加され、稔 り多い成果を挙げることがで 含む酸化物の巨大磁気抵抗の値は、磁性金属多層膜
きました。私 自身はこれらの方々と一緒に仕事をす の値の数十倍にも達す ることが分かってきました。
ることができて楽 しい思い をさせていただ きまし また、超高集積DRAMや 強誘電体薄膜不揮発性集積
た。庄野先生を始め全国の研究者の皆様 と秘書の伊 メモリーに重要な高 ・強誘電率薄膜材料 として、チ
藤英理子さんには本当にお世話になりました。 タン酸化物が脚光 を浴びています。これらの研究に
高温超伝導の研究には現在 も非常に多 くの人が携 も高温超伝導の研究で培 った手段が大いに威力 を発《
わっています.こ の大 きな分野を引き続いて支えて 揮 しています。
い くためには、上述の基礎研究が実用 と結びつ く必 金研の皆様に支えられて楽 しく過 ごさせていただ
要があ ります。高温超伝導体 を使 って超伝導を作る いた20数 年は夢の ように過 ぎ、私は平成7年 の春 に
開発研究 も進歩しています。金研の渡辺助教授はパ 定年退官 を迎えることにな りました。その後のこと
ワーリー ドに高温超伝導体 を用い、超伝導磁石を非 については未だ考えが及びませんが、何 らかの形で
常に使い易 くしました。我々も山下先生、小松先生 研究を続けたいと思ってお ります。金研の益々の繁





代表者 東京大学理学部 鈴 木 増 雄
1.は じめ に 『磁気 多層膜 を用い た光磁気記録』
最 近、磁 性体 にお ける新 しい輸 送現象 や新 しい
タイプの相 転移 が世界的 に注 目を集 めてい る。 そ(B)量 子ス ピン系 座長:松 原史卓
の背景 に、磁性 薄膜 ・多層 膜の製 造技術 や観 測技
術 等、実験 的手法 及 び工 業化の 目覚 ま しい向上 が 宮下精二(京 大院人環)
あ るこ とは言 うまで もない。 また、新 しい理論 的 『か ごめ格子の秩序状 態 と熱力 学的性 質』
ア プローチの 開発 、シ ミュ レーシ ョン手法 の発展{
も重要 な役 割 を果 た してい る。特 に、東北 大金研 野 々村禎彦(東 工 大理)
におい ては、昨年度 材料物性 ・材料 設計研 究の専 『低次 元量子ス ピン系 の ランダムネス ー2次 元 ラン
用 スーパ ー コン ピュー ターが導 入 され、コン ピュ ダムハ イゼ ンベ ルグモデルの基底状態』
一 ター シ ミュ レーシ ョンを用 いた材 料研 究の新 し
い時代 の幕 が開 かれた。 この ような時期 に、磁性 鈴木 伸夫、松原史卓(東 北大工)
研 究 を精力 的 に推進 してい る所 内外 の研 究者が一 『三角格子上 のS=1/2量 子反強磁性体 の相転 移』
堂 に集 ま り、磁 性材料研 究 の新 しい局面 を概 観す
る とと もに これ か らの研究 方向 を模 索 し、わが 国 利根 川孝、鏑木誠(神 戸大国際文化)
の磁性 材料研 究の飛躍 的な発展 を図 るこ とは誠 に 『S・-1交 代 ボ ン ド反 強磁性 ス ピン鎖 におけるハ ル
重 要で、時宜 を得 た ものである。 デ ン ・ダイマー転移 と相互作用の競 合』
2。 研究会報告 西山由弘、戸塚圭介、羽 田野直道、鈴木増雄
研 究会 は平成6年10月24日 、25日 の両 日、(東 人理)
東北大 学金属材料研 究所2号 棟講堂 にお いて31『S=1交 代 ボ ン ドハ イゼ ンベル グス ピン鎖』
名 の参 加者 を得 て 開催 された。研 究会の プログ ラ ・
ム は次 の通 りであ る。 福井芳彦、堀 口剛(東 北 大院情 報)
il-一次元 カイラルXYモ デルの有限温 度の性 質』
プログラム概要
(C)ラ ンダム系 ・フラス レー トス ピン系(前 半)
10月24日 座 長:利 根川孝
(A)基 調講演 座長:川 添 良幸 松原史卓、森下勝則 、井 口守(東 北大工)
白倉孝行(岩 大人社)
鈴木増雄(東 大理)『RKKYモ デルの相 図』
『Newtypesofphasetransitioninmagneticmaterials』
白倉 孝行、神藤浩 一(岩 大人社)
陶瑞宝 、胡暁、 川添 良幸(東 北大金研)『 レプリカ交 換法に よる2次 元 ランダムサイ トイジ
『AnapproachtoquantumsPinsystem』 ングモデルの計算機実験』
太 田憲雄(日 立マ クセル)知 久哲彦(神 奈 川大理)
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『フラス トレー トしたイジ ングス ピン系 の動力 学 と 『lsingSpinGlassの 動 的諸量 における厳密 な関係』
パー コレー シ ョン』
高野宏(慶 応理工)、 宮下精二(京 大院人環)
10月25日 『ラ ンダムス ピン系 にお ける緩和 モー ド』
(D)多 層膜 ・ク ラス ターの磁性 と相転移AdamLipowski、 堀 口剛(東 北大院情報)
座 長:宮 下精 二 『OrderingofafrustratedspinSIsingmodelasa
rougheningtransitioninanSOSmodel』
北谷英嗣、垣内孝弘(長 岡技 科人)、伊 藤伸 泰(東 大
工)、 鈴木増雄(東 大理)本 田泰、AdamLipowski、 堀口剛(東 北 大院情報)
『次元 クロス オーバーのCAMに よる解析』 『反強磁性三角格子上のス ピンーSイ ジングモデルの
基底状態、に対す る擬有限温度MCシ ミュレーシ ョン』
胡暁、川添 良幸(東 北大金研)
『Spin-reorientationtransitioninmagneticthinfilms』(G)総 括 講演 座長:鈴 木増雄
高橋学、胡暁、川添 良幸(東 北大金研)川 添 良幸(東 北大金研)
ぐ 『鉄/コ バ ル ト及び鉄/ニ ッケル多層膜の内部磁場 『相定義 ・相転移 と計算可能性』
と電子構造』
3.成 果
李志強、余京智 、大野 かおる、 川添 良幸(東 北大金 本研 究会 は基調 講演 と一般 講演 に分 けて行 わ れ
研)た 。
『Calculationonthemagneticpropertiesoffreeand基 調 講演 では、先ず磁 性研 究 にお け る新 しい理
embeddedRhodiumclusters』 論 的手法 の重 要性 や有効 性 が説 明 された。 特 に、
平均場 理論 を構 築 し、それ を発展 させ るア プロー
MarcelSluiter(東 北大金研)チ の基本 と応用が紹介 された(鈴 木)。 磁性体 にお
『Magnetismandchemicalinteractionsinmetallicけ る量 子効果 の果 たす役 割、それ を有 効 に解 明す
ailoys』 る理論的手法が紹介 された。
また、量子 ス ピン系 の磁性 多層 膜へ の応用 も議
(E)固 体流体相転移 座長:高 野宏 論 された(陶)。
磁性多層膜の新 しい機能材料 としての応用 も大 き
長谷 川正之(岩 大工)な 関心 を集 めた。特 に、理論 的結果 を参考 に して、
《 『Densityfunctionaltheoryoffreezingofsystems新 しい磁1生多層膜 を用 いて光磁気記録の記録密度 を
interactingthroughsoft-coreorlong-rangedpotentials』10倍 程増大 した研究成果が報告 された(太 田)。
一般 講演 は量子系 、ス ピングラス及 び多層 膜 ・
伊藤 伸泰(東 大工)ク ラス ターの3つ の話題 に大別 された。
『Sirnulationstudyofthepolydispersehard-core低 次 元量子 反 強磁性体 の研 究成果 が報 告 され 、
systems』 高 温超 伝導 の発 見以 来、量子 ゆ らぎ効果へ の 関心
の高 ま りが窺 えた。特 に、基底状態 の縮退 が多 く、
(F)ラ ンダム系 ・フラス レー トス ピン系(後 半)秩 序 が非常 に複 雑 にな ってい るか ごめ格 子や 三角
座長:岡 本清美 格 子上 の反 強磁性 量子 ス ピン系 の、量子 モ ンテ カ
ル ロ法 を用 い た研 究結 果 が示 された。量 子効 果 、
藤木澄義(東 北大院情報)、 相 互作用 の フラス トレー シ ョン効 果 、さらには ラ
NahomiM.Fujiki(SendaiNat.ColLTech.)ン ダム性 の効 果が相乗 して起 こる系 の秩 序化 の様
『Alearningprocessofastochasticfeed-forwardneural子 が非常 に興味深 かい(宮 下、野 々村、鈴 木)。
network』 また、一次 元整 数ス ピン系 にお けるハ ル デ ン問
題 に関す る研究結果 も報告 された(利 根 川、西山)。
尾 関之康(東 工大理)ス ピングラス系 について は、希 薄磁性 合金 の低
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濃度、中間濃度或いは高濃度領域でのそれぞれの ロウジューム原子からなる原子数が数十以下の
磁気状態のシミュレーシ ョン結果が報告された(松 クラスターは強磁性 を示 し、原了数が大 きくなり
原)。 バルクに近づ くにつれ、非磁性になる結果 も紹介
また、低温での性質 を調べ る新手法一レプリカ された(李)。
法が紹介され、それを用いた結果 も示された(白 研究会の最後に総括講演が行われ、川添教授が
倉)。 磁性研究の現状での不足点や将来の課題 をまとめ、
フラス トレー トした系の緩和現象(高 野)や パー 計算機 を用いた研究の注意すべ き問題 を提起する
コレーシ ョンとの関連からの動力学性質が議論 さ と共に、その必要不可欠な重要性を示 した。
れた(知 久)。 動的諸量問の厳密な関係式について
の報告 もあった(尾 関)。4.ま とめ
新 しい機能材料 としての磁性薄膜 ・多層膜及び 本研究会 を通 じて、磁性体 における新 しいタイ
クラスターに関する研究成果が報告され、盛 んに プの相転移及びそれにまつわる新 しい物性や癒用
議論された。磁性薄膜の膜厚 の変化による磁化方 の研究状況がよく把握され、今後の課題が整理 さ
向相転移が理論的に解明され、多層膜での界面垂 れた。
直異方性の決定方法 も提案 された(胡)。 最新の成果 を挙げた基礎研究 と世界 をリー ドす
また、強磁性多層膜のそれぞれの層 内内部磁場 る実用化研究の交流が図 られ、大変有意義 な研 究





























































VladimirP.MARKEVICH博 士 は ベ ラ ル ー シ 共 和 国 科 学 ア カ デ ミ ー の 固 体 お よ び 半 導 体 物 理 学 研 究 所 の 上 級 研
究 員 で あ る 。1993年10月 か ら1994年10月 ま で の1年 間 、 文 部 省 の 外 国 人 研 究 員 と し て 招 聰 さ れ 、 本 研 究 所 に 滞 在
し た 。 こ の 間 、 同 博 士 は 、 本 研 究 所 の 角 野 研 究 室 に お い て 、 『シ リ コ ン 結 晶 中 の 不 純 物 酸 素 と 水 素 の 複 合 体 の

























































FrancisL.PRATT博 士 は 英 国 オ ッ ク ス フ ォ ー ド大 学 ク ラ レ ン ドン研 究 所 の 研 究 員 で あ る 。1993年 の9月 か ら1994
年9月 ま で の1年 間 、 日本 学 術 振 興 会 の 外 国 人 特 別 研 究 員 と して 、 本 研 究 所 に 滞 在 した 。 こ の 間 、 同 博 士 は 本 研
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顧 乗林教授 は、 中国清華大学応用物理系主任教授 で、同時 に近代 物理研 究所 長であ る。1993年5月 か ら1994年1
月 まで、本研 究所 の材料 設計 シ ミュ レー シ ョン(日 立)寄 附研 究部門 の客員教授 と して招聰 された。 この 間、
同教 授・は、本研 究所 の川添研究室 と共同で、 「フラー レン結 晶 に対 す る第 一原理 バ ン ド構 造計算 お よび分子動
力 学 に関す る研 究」 を行 った。
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人 事 異 動(1gg4.7-1gg4.11)
A.新 任 及 び 昇 任
氏 名 年 月 日 官 職 部 門 等
CHANI,ValeryIvanovich1994.7.16助 手 結晶材料化学
八 百 隆 文1994.8.1教 授 電子材料物性学
朱 自 強1994.8.互 助手 電子材料物性学




長谷川 幸 雄1994.ll.1助 教授 回折結 晶学
B.転 出 及 び 退 職
¢'
氏 名 年 月 日 転 出 先
TAREK,Benameur1994.8.31辞 職
槁 詰 富 博1994.9.30辞 職
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現 在 滞 在 中 の招 聴 研 究 員 お よ び 客 員研 究 員等(1994.11.1現在)
A.招 聴研究 員
賂 所属・身分 招欄 間 研 究 テ ー マ 箋鷺 審謬
池庄司 民 夫1994.10.1非 平衡系分子動力学シミュ 客員研究部門1種
通商産業省工業技術院 産業技術融合 ～ レーション 材料設計学研究部門
領域研究所 クラスターサイエンスグ1995.3.31併 任助教授〈川添研究室〉
ループ長
山 本 昭 二1994.10.1多 次元投影法による準結 客員研究部門1種
科学技術庁無機材質研究所主任研究官 ～ 晶の理想構造の研究 材料 プロセス評価学研究部門
1995.3.31併 任教授く平賀研究室 〉
ノ
西 谷 龍 介1994.7.1表 面 ナノ構造材 料の作 製 客員研 究部門1種'
九州工業大学情報工学部助教授 ～ と評価 新 素材 開発施 設 ・併任助教授
1gg4.12.31〈 新 素材 開発施 設〉
西 義 武1994.10.1超 音波加工 によるアモル 客員研 究部門ll種 材料物性学
東海大学工学部教授 ～ ファス合金の延性化 研 究部門
lgg5.3,31客 員教授 く鈴木研究室>
CHERNOV,AlexanderAlexandrovich1994.6.15高 温超伝 導体単結 晶の フ 客員研究部 門皿種
ロシア共和 国 ロシア科学 アカデ ミー ～ ラックス成 長機構 の解析 物 質創製学研 究部 門
結晶学研 究所 教授1994.12.14お よび巨大分子の溶液成 客員教授 く小松研究室 〉
長機構の素過程 の解析 と
成長理論の確 立
MILES,RichardHenry1994.5.9人 工 ナノ構二造 物質の設計 客員研究部 門IH種
アメ リカ合衆国 ヒューズエ アークラフ ～ と作製 新素材 開発施 設 ・客員助教授 ご
トカ ンパニ ー研究所 主任研 究員1995.3.31<新 素材 開発施 設>
SLUITER,MarselHenricusFranciscus1994.2.12第 一原理電子状 態計算 に 寄 附研究部 門(日 立)
アメ リカ合衆 国 ローレンス ・リバモ ～ よる三元系合 金状態 図の 材料 設計 シ ミュ レーシ ョン
ア国立研究所 研究員1995.1.9研 究 客員助教授 く川添研究室 〉
陶 瑞宝(TAO,Rui-Ba。)1994.7.25完 全ボソン変換 による種々 寄 附研究部 門(日 立)
中国 復旦大学物理学科 教授 ～ の構造 を持つ磁 性体の物匪 材料 設計 シ ミュ レーシ ョン
1994.ll.30解 明 客員教授 く川添研究室>
MROWEC,Stanislaw1994.6.2高 温 にお ける耐硫化,酸 外 国人研究員(文 部省)
ポーラ ン ド ポーラン ド鉱 山冶金 アカ ～ 化お よびハ ロゲ ン化性 ア 〈橋本研究室 〉
デ ミー材料科学研究所長 教授1995.3.31モ ル ファス合金の研 究
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B.日 本学術 振興会 な ど
氏名 ・所属身 分 研究期間 研 究 テ ー マ 摯 讃 懸 講 分
蹴 朧 一 一翻1憐 灘 羊義織 欝 雛1謬
碧国宝篠 謙 編 耀 第一礪'994・ ～'O・24セラミックス基の複合材料に 中国政府派遣研究員
部 助教授1995.1。.23つ いての石競 く教授 平井敏雄>
C.客 員 研 究 員
賂 所属・身分 欄 間 研 究 テ ー マ 摯戴 懸 謬分
[(・N.;
李 志強(LI,zhi-Qiang)1994.5.9Dv-SCMに よるナノ構造体の 客員研 究員
中国 清華大学応用物理系 ～ 物理 の研究 く教授 川添 良幸 〉
博士 後研 究員1995.5.8
張 暖(ZHANG,Yuan>1994.4.8ア トムプローブイオン顕微 鏡 客員研 究員
中国 北 京科学技術大学 講師 ～ に よる金属材料研 究 く教授 櫻 井利夫>
1995.4.7
楊 勇(YANG,Yong)1gg4.g.1金 属 間化合物 中の転位 観察 客員研 究員
中国 西安工学 院材料工学科 講 師 ～<教 授 花 田修 治>
1995.2.28
王 新敏(WANG,XinMin)1993.10.15メ カニ カルアロイングによる 客員研 究員
中国 天津軽工業学院 講 師 ～ 非平衡相の創成 と物性 く教授 増本健>
1995.3.31
GBAKHTIZIN,RaoufZagid1994.8.28表 面科学 に於 ける理論 的研 究 客員研 究員
ロシア バ スキール国立大学 ～ 〈教授 櫻井利夫 〉
電子物理学科 主任教授Igg5.2,27
凌 勇(LIN,Young)1994.8.26FI-STMに よる金属 表面 のガ 客員研 究員
中国 清華大学 講師 ～ ス反応 く教授 櫻井利夫>
1995.8.25
胡 長武(HU,Chang-Wu)1994.9.22固 体表面上 ナノ粒 子の構造 と 客員研 究員
中国 復旦大学表面物理研究所 ～ 電子状態 く教授 鈴木謙爾 〉
研究助手(講 師相 当)1995.9.21
CUTLER,PaulH.1994.10.28走 査 トンネル顕微 鏡の理論研 客員研 究員
米 国 ペ ンシルバニ ア州立大学 ～ 究 く教授 櫻井利夫 〉
教授1994.12.27
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最近発表 された論文等 リス ト




























































94-371温 度 差 プ ラ ズ マ 焼 結 法 に よ るZrO2(3Y)/SUS大 森 守 ・ 川 原 正 和 粉 体 お よ び 粉 末 冶 金41
(410)傾 斜 機 能 材 料 の 合 成 酒 井 広 隆 ・ 大 久 保 昭(1994),649-652





































































































94-399sic-Y4A120g系 複 合 材 料 の 合 成 大 森 守 ・ 佐 久 間 明 彦 日 本 セ ラ ミ ッ ク ス 協 会 学
平 井 敏 雄 術 論 文 誌102(1994),
546--549
94-400複 合 異 方 性 多 層 膜 の リ ン グ 磁 心 の 特 性 菅 原 英 州 ・ 猪 越 良 夫 日 本 応 用 磁 気 学 会 誌18
松 本 文 夫 ・ 島 田 寛(1994),397-402



















































94-415Bi系 酸 化 物 超 伝 導 体 の 液 相 エ ピ タ キ シ ャ ル 成 竹 本 次 郎 ・ 井 上 哲 央 溶 融 塩37(1994),
長 小 松 啓 ・ 林 成 行94-104

























































































































































194-460地 球環境保全 と豊富なエネルギー供給のため 橋本 功二 まて りあ33(1994) ,
のグ リー ンマテ リアル559-564
94-461高 強度準結 晶合金 井上 明久 化学 と工業47(1994),
890-892
94-462急 速凝固アル ミニウム合金開発の現状 と将来 井上 明久 粉体 および粉末冶金41
(1994),899-906
94--463非 晶質相 の結晶化 を利用 して作製 した高強度 河村 能人 ・ 井上 明久 粉体お よび粉末冶金41
P/Mア ル ミニウム合金 増本 健(1994),912-917
94-464急 冷式プラズマ回転電極法 によるTi-co-si非 木村 久道 ・ 川端 敦 粉体お よび粉末冶金41































94-472Si-Ti-・C-0(チ ラ ノ)繊 維 中 の β 一SiCナ ノ 結 晶 神 山 智 明 ・ 王 穎 粉 体 お よ び 粉 末 冶 金41ぐ
ク ラ ス タ ー の 形 成 鈴 木 謙 爾 ・ 渋 谷 昌 樹(1994),795-798



































































番 号 題 目 発 表 者 掲 載 誌 等
BlueSHGApPlications
94-489CZ法 育 成 に お け るGd3Ga5012単 結 晶 の ね じ 熊 取 谷 誠 人 ・ 福 田 承 生 日 本 結 晶 成 長 学 会 誌21
れ ・曲 が り 現 象(1994),144-151
94-490EFG法 ル チ ル 単 結 晶 の 不 安 定 成 長 町 田 博 ・ 干 川 圭 吾 日 本 結 晶 成 長 学 会 誌21
1福 田 承 生(1994),137-143
MeltingandSolidification
94-491微 細 精 密 は ん だ バ ン プ 用Pb-Sn系 合 金 線 材 の 小 柏 俊 典 ・ 秋 元 英 行 ま て り あ33(1994),
















94-495CeAlO3の 溶 融 合 成 中 川 智 司 ・ 宍 戸 統 悦 日 本 化 学 会 誌(1994),
田 中 雅 彦 ・ 野 嶋 茂 樹752-7541'




























































































94-521STMに よ るSe処 理 を 施 し たGaAs(001)表 面 超 構 重 川 秀 実 ・ 大 井 川 治 宏 表 面 科 学15(1994),
造 の 研 究 三 宅 晃 司 ・ 相 磯 良 明305-310
南 日 康 夫 ・ 橋 詰 富 博


































































































































94-554水 酸 化 ベ リ リ ウ ム 共 沈 分 離/モ リブ ド リ ン 酸 板 垣 俊 子 ・ 石 黒 三 岐 雄 分 析 化 学43(1994),
青 吸 光 光 度 法 に よ る 高 純 度 ク ロ ム,ニ ッ ケ ル,高 田 九 二 雄569-574









94-556Nb3Sn超 伝 導 線 材 と 超 伝 導 マ グ ネ ヅ ト の 発 展 渡 辺 和 雄 ・ 山 田 豊 高 圧 ガ ス31(1994),
桜 庭 順 二 ・ 石 原 守110-116
























94-562マ ル チ メ デ ィ ア 材 料 デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム 川 添 良 幸 ・ 大 野 か お る1994年 情 報 学 シ ン ポ ジ ウ
(KINDの 構 築 と 運 用 小 島 正 美 ・ 察 安 邦 ム 講 演 論 文 集(1994),
余 京 智 ・ 中 名 生 充29-38
秋 山 庸 子 ・ 伊 藤 敏 行
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